ている。 そのこと をつ よく 感じる 人々 は、 同時に、 こ 

の 二人の 作家が 全く 対躕 的に 一 生 を 送った ことに つ い 

て も、 浅から ぬ 感銘 を 与えられて いるので はなかろう 

ゝ o 

力 

同じ 死と いう ことで も、 藤 村の 死去と きいて、 私た 

ちに は 儀式め いた 紋付 羽織袴の そよ ぎが 感じられた。 

秋声が 遂に 亡くなった ときいた とき、 私たち は、 自分 

たちの 生涯の 終りに も 来る 人 一 人の 終焉と いう こと を 

沁々 感じた のであった。 

藤 村の 文豪と しての 在り かたは、 例えて みれば、 栖 

鳳 や 大観が 大家で ある ありかたと どこか 共通した もの 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十二 巻」 新 日本 出版社 

1980 (昭和お) 年 4 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 4 刷 発行 

親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 八 巻」 河 出 書房 

1952 (昭和^) 年^ 月 発行 

初出 ： 「女 靴の 跡」 高島屋 出版部 

1948 (昭和^) 年 2 月 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 " 松 永正敏 

2 003 年 2 月 n 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



